
新規参入者の定着支援
～栽培技術習得や排水対策・土壌物理性改善の支援～

（課題番号 ３）

◆活動年次：令和７年度

◆対 象：新冠町新規参入者（ピーマン）３戸 （R5年就農：２戸、R7年就農：１戸）

◆目標事項：課題解決のための技術習得

◆到達度合：病害虫防除・土壌物理性改善対策の実施戸数 ０戸→３戸（到達度100％）

1 課題の背景

２ 活動内容

○個別巡回・個別相談による作物栽培管理の習得支援(随時)

・令和６年の土壌物理性調査結果からの改善策

・土壌診断に基づく施肥設計・有機物施用の助言

・病害虫（スリップス、斑点病、斑点細菌病など）対策

○新冠町地域担い手育成総合支援協議会（以下町担い手協）

と連携

新冠町、新冠町農協、そ菜園芸振興会会長、普及センタ

ー担当者でフォローアップの為の巡回を行った。

３ 活動の成果

○改善対策の実施

土壌分析に基づく施肥や有機物の施用は概ね実施された（表）

特に病害虫防除については、8月中旬以降、地域内で斑点病の発生が見られたが、適期

防除で収量への影響が少ない範囲で抑えられた。

また、フォローアップ巡回は３回実施し、栽培管理や労働配分、営農面について各所属

の担当者から助言を行ったことで、各自の営農課題の検討につながった。

４ 残された問題点

・排水性や肥培管理については、各農家に対応した改善策が必要である

・土壌病害の発生により土壌消毒を実施したほ場もあるため、経過の観察が必要である

５ 今後の対応

・フォローアップ巡回は就農５年目をめどに町担い手協と連携して実施する。

・排水対策や肥培管理の技術向上については引き続き支援する

写真１ 土壌物理性調査の様子

写真２ フォローアップ巡回

表 各農家の取り組みと次年度の検討事項

農家 R7取り組み R8検討

A
・土壌分析に基づく施肥
・有機物の施用
・病害虫の適期防除

・浸水ほ場の対策
・生理障害の経過確認

B
・病害虫の適期防除
（・有機物の施用）

・春季浸水ほ場の確認
・滞水ほ場の排水対策

C
・土壌分析に基づく施肥
・有機物の施用
・病害虫の適期防除

・明きょ機能の維持管理
・病害の経過確認
・栽植密度・誘引作業の検討


